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「
江
戸
北
郊
千
住
の
ほ
と
り
…
」
と
は

文
人
、
大
田
南
畝
の
「
後
水
鳥
記
」（
文

化
十
二
・
一
八
一
五
年
）
冒
頭
の
一
節
で

あ
る
。
千
住
が
「
江
戸
北
郊
」
と
意
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
読
み
進
ん
だ

千
住
掃
部
宿
の
開
発
人
家
で
あ
り
千
住
宿

の
重
役
だ
っ
た
石
出
掃
部
介
家（
現
当
主
、

石
出
通
治
氏
）「
旧
書
留
」（
当
館
蔵
）
に

千
住
掃
部
宿
の
一
部
が
寺
社
奉

行
、
町
奉
行
、
代
官
と
支
配
が

変
遷
し
た
こ
と
を
示
す
記
述
が

見
出
さ
れ
た
。
極
論
す
る
と
千

住
が
江
戸
だ
っ
た
時
代
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
近
年
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
千
住
の

江
戸
文
化
を
理
解
す
る
上
で
も

関
連
資
料
を
紹
介
し
つ
つ
江
戸

後
期
の
千
住
の
社
会
を
見
直
し

た
い
。

■
千
住
宿
全
体
は
渕
江
領　

足

立
郡
渕
江
領
は
現
足
立
区
の
大

部
分
を
占
め
る
近
世
の
領
名
で

あ
る
。
千
住
宿
も
千
住
一
か
ら

五
丁
目
、
掃
部
宿
、
河
原
町
、

橋
戸
町
は
荒
川
北
岸
で
渕
江
領

で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
南
岸
の
小
塚
原
町
と

中
村
町
（
現
南
千
住
）
は
元
も
と
豊
島
郡

峡
田
領
だ
っ
た
が
万
治
元
（
一
六
五
八
）

年
に
千
住
宿
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
と
同
時

に
渕
江
領
に
属
し
代
官
支
配
地
と
な
っ
た

（『
新
修
荒
川
区
史
』
上
）。

■
朱
引
の
境
界　

と
こ
ろ
で
「
江
戸
」
の
範

囲
＝
御
府
内
に
つ
い
て
だ
が
、
幕
府
自
身

も
確
定
し
て
お
ら
ず
文
政
元（
一
八
一
八
）

年
に
至
り
評
定
所
で
絵
図
に
朱
線
を
引
い

た
範
囲
、
い
わ
ゆ
る
朱
引
内
が
江
戸
の
府

内
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
。
こ
こ
で
朱
引

内
＝
江
戸
、
御
府
内
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

定
着
す
る
※
１
。
こ
の
時
、
千
住
宿
は
荒

川
（
現
隅
田
川
）
を
境
界
に
小
塚
原
町
と

中
村
町
が
江
戸
府
内
、
北
岸
が
府
外
と

な
っ
た
。

■
町
奉
行
支
配
の
千
住　

い
ま
朱
引
内

（
御
府
内
）
と
い
う
地
域
イ
メ
ー
ジ
が
固

定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
は
様
々
な

定
義
が
あ
り
特
に
町
奉
行
支
配
地
＝
江
戸

の
町
と
い
う
定
義
は
第
一
義
的
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
石
出
家
の
「
旧
書

留
」
に
は
次
の
記
述
が
登
場
す
る
。

■
釈
文 

（
次
ペ
ー
ジ
写
真
参
照
）

（
１
３
丁
裏
）　
　
　

※
傍
線
は
筆
写

　 

源
長
寺
門
前
之
儀
、
先
年
よ
り
寺
社
御

奉
行
所
御
支
配
候
処
、
延
享
二
丑
年
、

町
御
奉
行
支
配
ニ
相
成
、
翌
寅
年
、
源

長
寺
・
圓
蔵
院
、
神
護
寺
申
合
、
大
岡

越
前
守
様
江
前
々
通
御
支
配
被
下
置
候

様
願
出
候
様
、
門
前
之
儀
、
自
今
願
等

御
代
官
所
江
可
罷
出
、
尤
門
前
之
者
出

入
等
申
出
ニ
候
ハ
ヽ
、
御
聞
届
被
下
候

様
、
届
ヶ
可
致
旨
、
越
前
守
様
被
仰
渡

候
、
其
節
之
御
代
官
柴
村
藤
右
衛
門
様

江
、
右
之
趣
三
ヶ
寺
一
同
御
届
申
上
、

夫
よ
り
門
前
ハ
御
代
官
請
申
候
、

一
、 
右
門
前
宗
門
人
別
ハ
前
々
よ
り
当
村

へ
組
入
御
代
官
へ
差
出
申
候
、

　

こ
れ
に
よ
る
と
源
長
寺
門
前
の
千
住
掃
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部
宿
の
一
部
は
次
の
経
過
を
た
ど
っ
た
と

記
録
し
て
い
る
。

【
千
住
掃
部
宿
・
源
長
寺
門
前
】

①
（
従
来
）
　
　
　
　
寺
社
奉
行
が
支
配

②
延
享
二
・
一
七
四
五
年
　
町
奉
行
支
配

③
延
享
三
・
一
七
四
六
年
　
　
代
官
支
配

　

記
述
で
は
元
も
と
源
長
寺
門
前
は
寺
社

奉
行
支
配
で
あ
っ
た
。
し
か
し
延
享
二
年

に
町
奉
行
支
配
、
翌
年
に
は
代
官
支
配
と

な
っ
た
。
こ
の
延
享
二
・
三
年
前
後
の
各

奉
行
と
代
官
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

・
寺
社
奉
行
　
大
岡
越
前
守
忠
相

・
町
奉
行
　
　
能
勢
肥
後
守
頼
一
（
北
町
）

　
　
　
　
　
　
島
長
門
守
祥
正
（
南
町
）

・
代
官
　
　
　
柴
村
藤
右
衛
門
盛
喬

　

忠
相
は
町
奉
行
の
「
大
岡
越
前
」
と
し

て
有
名
だ
が
元
文
元
（
一
七
三
六
）
年
に

寺
社
奉
行
と
な
り
亡
く
な
る
直
前
の
寛
延

四
（
一
七
五
一
）
年
ま
で
勤
め
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
管
轄
替
に
つ
い
て
源
長
寺

と
小
塚
原
の
円
蔵
院
、
神
護
寺
（
現
素
盞

雄
神
社
）
が
相
談
し
従
前
の
通
り
寺
社
奉

行
支
配
を
大
岡
に
願
い
出
た
。
だ
が
忠
相

は
「
出
入
」（
訴
訟
等
）
事
務
を
除
い
て
代

官
の
担
当
区
域
と
し
代
官
柴
村
盛
喬
に
支

配
を
変
更
し
た
と
経
過
も
記
し
て
い
る
。

■
江
戸
の
拡
大　

千
住
の
町
奉
行
支
配

の
背
景
を
確
認
し
よ
う
。
江
戸
は
人
口

の
増
加
で
町
方
が
拡
大
し
た
。
正
徳
三

（
一
七
一
三
）年
～
享
保
十
七（
一
七
三
二
）

年
に
か
け
周
辺
地
域
を
代
官
支
配
地
か
ら

町
奉
行
支
配
地
に
組
み
込
む
管
轄
替
え
が

つ
づ
い
て
い
た
。
延
享
年
間
（
延
享
元
・

一
七
四
四
年
～
延
享
五
・
一
七
四
八
年
）

は
寺
社
門
前
町
を
町
奉
行
支
配
に
大
規
模

に
変
更
、
江
戸
時
代
最
大
の
増
加
数
で
あ

る
七
四
五
の
町
が
新
た
に
江
戸
と
な
り

一
六
八
七
町
と
な
っ
た
（「
寺
社
領
古
門

前
町
家
」
典
拠
＝
※
２
ほ
か
）。
延
享
二

年
の
千
住
掃
部
宿
の
町
奉
行
支
配
へ
の
移

管
も
そ
の
一
環
と
捉
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ

う
。
少
な
く
と
も
管
轄
替
を
協
議
し
た
寺

社
奉
行
と
町
奉
行
は
、
江
戸
の
町
奉
行
支

配
化
に
お
く
こ
と
を
妥
当
と
考
え
て
い
た

ろ
う
。

■
「
江
戸
千
住
」
と
「
町
人
」　

こ
こ
で

冒
頭
の
「
後
水
鳥
記
」
の
ほ
か
に
、
当
時

の
千
住
の
社
会
が
、
ど
の
よ
う
に
江
戸
や

自
分
た
ち
の
地
域
を
認
識
し
て
い
た
の
か

を
示
す
事
例
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

　

一
つ
は
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
の
打

敷
の
裏
書
で
あ
る
。

《
打
敷
　
鷹
狩
模
様
小
袖
》
　
銘
文

　

享
和
三
亥
七
月
十
一
日

　
晴
譽
焏
風
信
士
　
　
新
兵
衛

　
　
　
文
政
九
丙
戌
霜
月
十
一
日

　
江
戸
千
住
駅
　
坂
河
屋
　
理
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
次
［
　
］

 

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

　

打
敷
は
青
い
縮
緬
地
に
鹿
の
子
織
り
の

上
質
か
つ
豪
華
な
仕
立
て
で
あ
る
。
誂
え

た
の
は
坂
河
屋
理
右
衛
門
こ
と
千
寿
鯉
隠

と
斎
次
（
後
半
欠
落
）
と
あ
る
。
鯉
隠
は

千
住
河
原
町
の
青
物
問
屋
で
文
人
だ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
鯉
隠
の
意
識
に

「
江
戸
千
住
」
と
い
う
枠
組
み
が
あ
っ
た

こ
と
の
証
左
で
あ
る
（
典
拠
＝
※
３
）。

　

も
う
一
つ
は
当
時
の
千
住
宿
の
人
び
と

が
自
ら
を
「
町
人
」
と
意
識
し
た
と
思
し

い
こ
と
で
あ
る
。「
宗
門
人
別
帳
」
や
「
伝

馬
割
図
」
な
ど
の
公
的
帳
簿
類
で
は
「
百

姓
」身
分
で
あ
る
が
、享
保
三（
一
七
一
八
）

年
の
代
官
宛
差
上
（「
旧
書
留
」
に
記
載
。

次
回
以
降
掲
載
予
定
）
で
は
「
百
姓
町
人
」

と
記
し
て
い
る
。「
江
戸
千
住
」
と
「
百

姓
町
人
」
は
江
戸
で
有
り
つ
つ
府
外
、
百

性
で
有
り
つ
つ
町
人
と
い
う
二
重
の
意
識

が
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。

■
流
通
の
一
体
化　

今
回
、
紹
介
し
た
資

料
で
も
「
出
入
」（
争
論
）
に
つ
い
て
は

寺
社
奉
行
が
引
き
続
き
担
当
す
る
と
し
て

い
る
。
争
論
で
も
っ
と
も
大
き
い
の
は
江

戸
の
流
通
で
千
住
市
場
が
成
長
し
、
市
中

の
諸
問
屋
と
し
ば
し
ば
争
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
例
え
ば
青
物
問
屋
が
扱
う
慈
姑
の
江

戸
城
御
用
の
例
で
は
争
論
の
末
に
文
政
二

（
一
八
一
九
）
年
に
、
神
田
市
場
五
ヶ
月
、

千
住
市
場
五
ヶ
月
、
駒
込
市
場
二
ヶ
月
の

比
率
に
定
め
て
い
る
※
５
。
川
魚
も
同
じ

く
江
戸
市
中
の
川
魚
問
屋
を
し
の
ぐ
千
住

の
川
魚
問
屋
と
川
魚
仲
間
の
活
動
が
確
認

で
き
江
戸
市
中
の
問
屋
と
議
定
が
結
ば
れ

た
※
６
。
諸
問
屋
の
争
論
を
見
る
と
江
戸

時
代
後
期
に
は
江
戸
と
実
質
的
に
結
ば
れ

て
い
る
様
子
が
見
え
て
く
る
。

　

私
た
ち
は
「
江
戸
」
＝
朱
引
の
外
に
あ

る
千
住
は
府
外
と
捉
え
が
ち
で
あ
る
。
し

か
し
文
化
や
社
会
か
ら
は
千
住
が
江
戸
の

一
部
で
あ
り
府
外
で
あ
る
と
捉
え
る
べ
き

事
例
が
多
く
見
出
さ
れ
る
。

　

最
後
に
千
住
に
江
戸
の
朱
引
内
（
御
府

内
）
に
入
っ
た
土
地
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹

介
し
よ
う
。
千
住
三
丁
目
の
飛
び
地
だ
っ

た
と
こ
ろ
で
、
名
所
、
関
屋
の
里
の
一
部

で
も
あ
っ
た
（
現
墨
田
区
堤
通
二
丁
目
の

隅
田
川
沿
岸
部
付
近
）。
こ
れ
も
千
住
が

江
戸
で
あ
り
府
外
と
い
う
境
界
に
位
置
し

た
事
例
で
あ
る
（
前
頁
掲
載
図
参
照
）。

加
え
て
民
俗
学
研
究
で
も
江
戸
と
深
く
関

連
す
る
「
町
鳶
」
が
社
会
組
織
と
し
て
機

能
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
論
考
も
登

場
し
て
お
り
※
７
、
江
戸
絵
画
で
の
琳
派

絵
師
や
谷
一
門
と
の
深
い
交
流
の
検
証
と

合
わ
せ
て
考
え
る
と
千
住
が
江
戸
と
郊
外

の
境
界
領
域
に
立
地
し
、「
江
戸
千
住
」

と
表
現
さ
れ
る
社
会
だ
っ
た
と
考
え
る
。

【
注
】

※
１ 　

東
京
都
公
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

町奉行支配の記述部分
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関
屋
天
満
宮
の
遷
座
祭
か
ら

　
　
関
屋
天
満
宮
移
転
に
つ
い
て 

荻
原
　
ち
と
せ　

や
『
江
戸
東
京
学
事
典
』
を
参
照
さ
れ

た
い
。
①
町
奉
行
支
配
地
、
②
寺
社
勧

化
場
、
③
江
戸
払
範
囲
、
④
迷
子
札

な
ど
の
掲
出
範
囲
の
四
要
素
が
江
戸
と

い
う
定
説
が
記
さ
れ
て
い
る
。

※
２ 　

佐
久
間
長
敬

｢

江
戸
町
奉
行
事
跡

問
答｣

（
南
和
男
校
注
本
、
人
物
往

来
社
、
昭
和
四
二
・
一
九
六
七
年
に

よ
る
）
。

※
３ 　

『
染
と
織
の
肖
像
―
日
本
と
韓

国
・
守
り
伝
え
ら
れ
た
染
織
品
』（
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
平
成
二
十

（
二
〇
〇
八
）
年
）
。
本
資
料
に
つ
い

て
は
同
館
で
原
品
熟
覧
の
機
会
を
得

た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

※
４ 　

い
ず
れ
も
『
大
千
住
展
』
（
平
成

二
五
年
、
当
館
開
催
）
で
の
公
開
資

料
。
同
展
覧
会
の
図
録
に
収
載
。

※
５ 　

吉
田
伸
之
『
成
熟
す
る
江
戸
』
日

本
の
歴
史
第
十
七
巻
（
講
談
社
、
平

成
十
四
・
二
〇
〇
二
年
）

※
６ 　

川
魚
問
屋
と
川
魚
仲
間
も
江
戸
市

中
の
川
魚
問
屋
を
し
の
ぎ
江
戸
城
御

用
や
市
中
売
り
に
拡
大
し
、
安
政
四

（
一
八
五
七
）
年
に
は
町
奉
行
を
介

し
て
議
定
の
取
り
結
び
に
い
た
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意

し
た
い
。

※
７ 　

内
山
大
介
「
町
鳶
を
め
ぐ
る
政
策

と
民
俗
―
東
京
・
千
住
の
鳶
頭
と
地

域
社
会
の
近
現
代
―
」
（
『
日
本
民
俗

学
』
第
二
八
六
号
、
平
成
二
八
年
）

 

（
当
館
学
芸
員
）

　

前
号
で
掲
載
し
た
千
住
仲
町
氷
川
神
社

（
千
住
仲
町
四
八
―

二
）
境
内
に
祀
ら
れ

て
い
る
関
屋
天
満
宮
に
つ
い
て
、「
関
屋

の
里
」
か
ら
移
転
さ
れ
た
も
の
だ
と
は
判

明
し
て
い
る
が
、
そ
の
年
代
と
理
由
に
つ

い
て
不
明
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

今
回
は
、
個
人
Ｈ
Ｐ
で
あ
る
「
神
社
と

古
事
記
」
の
な
か
の
「
江
戸
二
十
五
天
神

と
は
？
」・「
東
京
天
満
宮
二
十
五
社
と

は
？
」（h

ttp
://w

w
w
.b
u
ccy

a
k
e
-k
o
jik

i.

c
o
m
/a
rc
h
iv
e
s/1

0
4
1
2
1
5
8
0
0
.h
tm

l

・

h
ttp

://w
w
w
.b
u
ccy

a
k
e
-k
o
jik

i.co
m
/a
rc

h
ives/10

41117
3
2
3
.h
tm

l　

五
月
一
九
日

閲
覧
）
を
見
る
機
会
を
得
て
、
関
屋
天
満

宮
が
移
転
し
た
理
由
が
考
え
ら
れ
た
の

で
、
そ
の
可
能
性
を
示
す
。

■
天
神
信
仰　

天
神
信
仰
と
は
、
菅
公
と

よ
ば
れ
る
菅
原
道
真
公
を
雷
神
・
学
問
の

神
と
し
て
信
仰
す
る
も
の
で
あ
る
。
道
真

は
、
平
安
時
代
の
貴
族
で
重
臣
で
あ
っ
た

が
讒
訴
に
よ
っ
て
大
宰
府
に
左
遷
さ
れ
、

延
喜
三
年
（
九
〇
三
）
二
月
二
五
日
に
現

地
で
没
し
た
。
そ
の
怨
霊
を
慰
め
る
た
め

に
御
霊
と
し
て
祀
っ
た
も
の
が
天
神
社
・

天
満
宮
で
あ
る
。
神
社
数
は
八
幡
、
伊
勢

に
続
い
て
全
国
三
番
目
に
多
い
。

■
「
江
戸
二
十
五
天
神
」
研
究　

先
に
紹

介
し
た
Ｈ
Ｐ
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
天
神
・

天
満
宮
の
巡
拝
が
盛
ん
に
な
り
、
い
つ
し

か
「
江
戸
二
十
五
天
神
」
と
称
さ

れ
、
現
在
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
に

な
っ
て
い
る
が
、
実
は
根
拠
と
な

る
文
献
資
料
は
な
い
と
し
て
、
そ

れ
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
Ｈ
Ｐ

の
筆
者
は
、『
風
俗
画
報
』
臨
時

増
刊
第
二
五
〇
号
」
明
治
三
五
年

（
一
九
〇
二
）「
菅
原
大
神
千
年
祭

図
会
」
に
あ
る
、
二
十
五
社
参
拝

は
古
く
か
ら
京
都
に
あ
り
、
菅
公

没
後
九
百
年
を
迎
え
た
享
和
二
年

（
一
八
〇
三
）
に
当
た
っ
て
江
戸
で

始
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
想

像
す
る
と
の
記
述
を
紹
介
し
て
い

る
。
こ
の
第
二
五
〇
号
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
「
東
京
天
満
宮
二
十
五

社
」
は
、
菅
公
御
忌
九
百
年
か
ら

千
年
の
百
年
の
間
に
練
り
上
げ
ら

れ
た
「
江
戸
二
十
五
天
神
」
の
最

終
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

■
天
神
巡
拝
を
記
し
た
文
献　

天

神
信
仰
を
説
明
し
、
代
表
的
な
天

神
社
の
一
覧
を
紹
介
す
る
江
戸
期

の
版
本
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が

こ
の
版
本
の
記
述
年
、
発
行
年

を
見
る
と
、
ま
さ
に
菅
公
九
百

年
祭
で
盛
り
上
が
っ
た
享
和
二

年
（
一
八
〇
三
）
と
、
千
住
仲
町

天神社紹介の版本と関連事項

代表天神社の名称および事項 年代 版本名 記述内容

菅公九百年祭 享和２年（1803年） － －

関屋天満宮碑の記年 文化４年（1807年） － －

「東都二十五天神」＊ 文化６年（1809年） 『卯花園漫録』 25 社

「東都御府内天満宮諸社」 文化14年（1817年） 『菅丞相往来』 20 社

宮殿の記年 文政３年（1820年） － －

「御内府及び御内府近辺二十五天神」＊ 文政３年（1820年）
『天満宮御伝記略』

嘉永４年（1851）
「千住掃部宿関屋」

「東都七天神」 文政６年（1823年）
『菅神御一代文章』
（天神御一代往来）

「芦屋天神　千住大橋向」

＊は原典を確認した資料　他は上記ＨＰより内容を引用
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刀
剣
の
臨
時
展
示
は
、

く
ん
蒸
休
館
前
（
６

月
18

日
）
ま
で
行
い

ま
す
。

〈再生紙を使用しています〉

氷
川
神
社
の
石
碑
、
関
屋
天
満
宮
碑
（
文

化
四
年
・
一
八
〇
七
）
、
関
屋
天
満
宮
の

宮
殿
（
文
政
三
年
・
一
八
二
〇
）
の
年
代

と
が
同
時
期
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
（
前
号
表
参
照
）

■
関
屋
天
満
宮
の
移
転　

菅
公
九
百
年
祭

は
、
江
戸
で
の
天
神
信
仰
を
再
構
築
す
る

機
会
と
な
っ
た
こ
と
は
、
版
本
類
の
発
刊

や
先
に
挙
げ
た
『
風
俗
画
報
』
か
ら
も
よ

く
う
か
が
え
る
。

　

前
号
で
述
べ
た
通
り
、
「
掃
部
宿
明
細

帳
」
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
で
は
、

未
移
転
で
あ
り
、
「
遊
歴
雑
記
」
文
化

十
一
年
（
一
八
一
四
）
に
は
、
千
住
仲
町

氷
川
神
社
の
神
楽
殿
に
続
い
て
い
る
と
い

う
記
述
が
見
え
、
移
転
は
終
了
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
資
料
等
か
ら
、

関
屋
天
満
宮
の
移
転
は
、
菅
公
九
百
年
祭

を
迎
え
る
の
に
触
発
さ
れ
、
地
域
の
天
神

社
を
見
直
し
、
再
構
築
を
目
的
と
す
る
神

社
や
氏
子
の
動
き
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ

と
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
の
で
あ
る
。

　

「
関
屋
の
里
」
と
い
う
故
地
で
は
あ
る

が
、
集
落
か
ら
離
れ
た
場
所
で
あ
る
。
千

住
仲
町
氷
川
神
社
境
内
に
当
時
祀
ら
れ
て

い
た
天
神
と
合
祀
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

地
元
の
天
神
社
を
強
力
に
す
る
こ
と
を
考

え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
も
ち
ろ
ん
、

各
地
か
ら
の
参
拝
者
を
呼
び
込
む
と
い
う

期
待
も
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
だ
ま
だ
、
多
く
の
資
料
に
あ
た
る
必

要
が
あ
る
が
、
仮
説
と
し
た
い
。

 

（
当
館
学
芸
員
）

　

『
刀
剣
乱
舞
』
と
い
う
ゲ
ー

ム
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
実

際
に
存
在
す
る
名
刀
（
現
在

は
消
失
し
た
物
も
含
む
）
を

イ
ケ
メ
ン
に
擬
人
化
し
、
レ

ベ
ル
を
上
げ
て
歴
史
を
改
変

し
よ
う
と
す
る
敵
と
戦
う
…

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
内
容

は
さ
て
お
き
、
こ
の
ゲ
ー
ム

が
若
い
女
性
層
を
中
心
に
爆

発
的
ヒ
ッ
ト
し
た
お
か
げ

で
、
世
に
い
う
「
刀
剣
女

子
」
と
や
ら
の
ブ
ー
ム
が
起

き
た
。

　

こ
の
流
行
に
乗
り
、
徳
川

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
京
都
国
立

博
物
館
な
ど
の
博
物
館
、
千

代
田
区
、
丸
亀
市
、
結
城
市

な
ど
の
自
治
体
、
果
て
は
著

名
な
神
社
な
ど
、
多
く
の
歴

史
施
設
や
自
治
体
が
ゲ
ー
ム

と
コ
ラ
ボ
し
て
お
り
、
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
の
規
模
の
大
き
さ
を

物
語
る
。
そ
う
し
て
博
物
館

や
美
術
館
が
日
本
刀
を
展
示

し
た
と
こ
ろ
、
お
よ
そ
普
段

は
博
物
館
に
興
味
の
薄
そ
う

な
若
年
層
が
見
学
に
押
し
寄

せ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
馬

鹿
に
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
当
館
庭
園
に
付
随

す
る
臨
渕
亭
の
貸
出
に
は
、

そ
の
『
刀
剣
乱
舞
』
等
の
コ

ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
撮
影
利
用
が
多
い
。
和

風
な
世
界
観
と
合
致
す
る
の
だ
ろ
う
が
、

施
設
の
利
用
率
が
上
が
る
の
は
悪
い
こ
と

で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
も
っ
と
新
た
な
来

館
者
層
を
増
や
す
試
み
と
し
て
、
5

月
28

日
に
普
段
は
撮
影
が
出
来
な
い
庭
園
全
体

や
、
博
物
館
内
で
の
撮
影
も
可
能
と
し
た

コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
当
日

は
多
く
の
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
方
が
来
館

し
て
く
だ
さ
り
、
イ
ベ
ン
ト
は
好
評
で

あ
っ
た
。

　

そ
し
て
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
、

当
館
所
蔵
の
刀
剣
を
四
振
、
臨
時
展
示
を

す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
う
ち
の
二
振
り

を
紹
介
す
る
。

■
脇
差
　
無
銘
　
加
州
住
藤
原
友
重

　

刀
身
の
錆
の
状
態
が
酷
く
、
刃
紋
も
ほ

と
ん
ど
見
え
な
い
た
め
真
贋
の
判
定
も
困

難
で
あ
る
。
鞘
、
小
柄
、
象
嵌
な
ど
は
一

揃
い
で
残
り
、
後
世
に
設
え
ら
れ
た
可
能

性
が
高
い
が
、
小
柄
に
「
加
州
住
藤
原
友

重
」
の
文
字
が
残
る
。
こ
の
銘
を
元
に
す

る
な
ら
ば
、
「
加
州
住
藤
原
友
重
」
の
銘

を
用
い
た
の
は
藤
嶋
（
原
）
友
重
の
七
代

目
、
も
し
く
は
八
代
目
の
作
刀
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
天
正
～
元
和
（
１
５
７
３
～

１
６
１
５
）
の
戦
国
末
か
ら
江
戸
初
期
頃

と
推
定
さ
れ
る
。
加
州
藤
島
友
重
は
加
賀

の
名
刀
工
の
一
門
で
、
初
代
の
友
重
（
応

永
頃
、
１
３
９
４
～
）
か
ら
、
幕
末
頃
ま

で
続
き
、
新
選
組
の
松
原
忠
司
が
池
田
屋

事
件
に
際
し
て
差
し
て
い
た
の
も
こ
の
友

重
刀
だ
と
言
わ
れ
る
。

■
刀
　
銘 

　
肥
前
國
忠
吉
（
天
明
・
寛
政

年
間 

１
７
８
１
～
１
８
０
１
）

　

肥
前
刀
で
も
特
に
著
名
な
の
が
こ
の
忠

吉
刀
だ
が
、
刀
身
に
肥
前
刀
特
有
の
太
刀

銘
を
刻
ん
で
い
る
。
銘
の
切
り
方
か
ら
見

て
六
代
目
忠
吉
だ
と
推
定
し
た
。
反
り
の

少
な
い
大
ぶ
り
な
一
振
で
あ
る
。

　

今
回
展
示
し
た
刀
剣
に
つ
い
て
は
未
だ

推
定
で
あ
り
、
こ
の
二
振
を
含
め
、
こ
の

機
会
に
当
館
の
刀
剣
類
も
調
査
を
進
め
た

い
。

　

他
の
展
示
施
設
等
で
も
言
え
る
こ
と
だ

が
、
切
り
口
は
ど

う
あ
れ
、
普
段
な

か
な
か
出
展
す
る

機
会
の
な
い
資
料

を
展
示
し
、
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
興

味
を
持
つ
見
学
者

が
い
る
の
は
良
い

こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
を
機
に
、
郷
土

博
物
館
に
も
新
た

な
来
館
者
層
が
増

え
る
こ
と
を
期
待

す
る
。

 
（
当
館
専
門
員
）

　コスプレイベントと刀剣の臨時展示について
 奥村　麻由美　

【肥前刀の特徴である太刀銘のため、銘が見えるよう刃を下に展示した】


